
平成２９年度

飛騨市一般会計予算（補正第４号）の概要





　ションに係る調査設計の本年度中の着手を見送ったことに伴い、福祉事業基金からの繰入金を２千７百万円減額しました。■繰入金　　防災基金の積み立てに充てるため、財政調整基金から新たに１億円を繰り入れるとともに、新和光園建設事業の減額と旧和光園のリノベー

１２月補正予算（一般会計）のポイント

　今回の補正では、１０月２２日から２３日にかけて発生した台風２１号による暴風被害への対応として、災害復旧工事及び市有施

設の修繕工事に１千万円を計上したほか、倒木処理等に要した費用に相当する２千５百万円を予備費に追加計上しました。

本年度の予算を３億８千３百万円減額するとともに、翌年度債務負担行為を４億６千７百万円増額しました。

■国県支出金　　国庫支出金は、土木施設災害復旧費補助金に５百万円を追加するほか、生活保護費負担金を４百万円増額する等、全体で１千５百万円を増　額する一方で、県支出金については、新和光園建設事業に係る当年度予算の減額に伴って、福祉施設等整備補助金を４千５百万円減額すると　　予算計上額に対する上振れ分を活用し、本補正予算の事業費に充てるものとして１億３千万円を計上しました。
歳入の状況　歳出予算に合わせて充当財源となる国県支出金や市債等を調整し、なお不足する額については普通交付税の上振れ分により補てんしました。　その他、事務事業の進捗状況を確認し、不用額が見込める経費について、９千５百万円の減額を行いました。

■地方交付税　また、防災基金への積み立ては、財政調整基金からの積み替えによる対応を行います。

　また、あんきな飛騨市の実現に向け、これまで不足していた災害用備蓄品の充足を図るため、アルファ米や毛布等の購入費用とし

て５千万円、備蓄品保管用コンテナの購入費に２百万円を計上するとともに、今後５年間において必要となる備蓄品等の計画的な配

備を行うための財源として、財政調整基金から防災基金への積み替えに１億円を計上しました。

　一方、当初予算において債務負担行為を含め予算化している新和光園建設事業について、建設予定地の用地交渉に不測の期間を要

したこと、実施設計の結果、追加工事の発生が明らかとなったことから、全体事業費を増額の上、年度間の負担割合の調整を行い、

　ともに、畜産担い手育成総合整備事業を始めとする事業の確定に伴う減額を中心に、全体で５千６百万円を減額しました。
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■商工費

　台風２１号による暴風被害への対応を行うとともに、災害用備蓄品の購入費や防災基金への積み立て等、市民がいつまでも安心して暮らせるための土台となる経費を中心に予算計上しました。

　園児の増加に伴い、他市町村保育負担金を５百万円、昨年度実施した臨時福祉給付金給付事業の精算金として１千２百万円を計上しました。
■総務費　　防災諸費では、災害用備蓄品の購入費に５千万円、備蓄品保管用コンテナの購入費に２百万円を計上するとともに、今後の計画的な備蓄品　の補充に充てるための財源として、財政調整基金からの積み替えにより、防災基金に１億円を積み増します。また、指定避難所への特設公衆　電話の新設、自主防災組織が行う防災資機材の整備要望や防災士資格取得者の増加に対応するため、計１百万円を計上し、ソフト・ハードの　両面から、発災時における体制の強化を図ります。

　するとともに、畜産業費では、一定規模の飛騨牛繁殖に取り組む事業者への支援策として、新たに設けた飛騨牛生産基盤強化推進事業補助金
　助事業を活用して行う本光寺前トイレの洋式化に４百万円を計上するほか、台風２１号の影響で破損した流葉自然休養園内のコテージ及び流

　　老人福祉費では、翌年度にかけて実施する新和光園新築事業について、実施設計に基づく事業費の増加と、年度間負担の調整を行い、本年

　　また、発行額の確定した臨時財政対策債についても１千４百万円減額しました。
歳出の状況

■市債　　補助災害復旧費の地方負担分に災害復旧事業債４百万円を新たに充てる一方、新和光園の建設事業に充てる合併特例債を３億２千１百万円　減額するほか、事務事業の確定に伴う調整として、合併特例債５百万円、過疎債９百万円を減額しました。

■民生費　　また、生活保護世帯の医療扶助費の増嵩等により５百万円を追加計上する等、扶助費全体で１千万円を増額するほか、市外の保育所に通う■衛生費　　台風２１号の影響で破損した北吉城クリーンセンターの屋根修繕に２百万円を計上するほか、一昨年に発生した飛騨市クリーンセンターの　火災事故に関し、火災原因の究明と、施設の施工業者に損害賠償を求めるための訴訟提起費用４百万円を計上しました。■農林水産業費
　　観光費では、前年同期（１０月末）比１．６倍に及ぶ観光入込客の更なる利便性の向上を図るため、まちなか観光案内所の再改装や国庫補
　　農業振興費では、農地中間管理事業を活用した農地集積に協力いただいた方への給付に充てるため、機構集積協力金３百万円を新たに計上　に５百万円を計上し、優良飛騨牛の生産拡大を図ります。
　度予算を３億８千３百万円減額するとともに、債務負担行為を４億６千７百万円増額しました。



　葉温泉Ｍプラザの屋根等の修繕費用に５百万円を計上しました。

■予備費
　万円を計上しました。また、教育総務費では実績に基づく不足分として、育英基金貸付生地元就職補助金に２百万円を追加計上しました。
　する２千５百万円について、今後の突発的な経費需要に備えるための追加計上を行います。
　うえ更に不足する８百万円を追加計上するとともに、林業用施設補助災害復旧費では、台風２１号に伴う降雨の影響で路肩の崩壊した林道猪　臥線の復旧工事に４百万円を追加しました。■災害復旧費　　土木施設補助災害復旧費では、本年８月の集中豪雨により罹災した市道大津山線の復旧工事を追加するため、既決予算の執行状況を調整の
■土木費　　国道３６０号線、古川清見線、神岡河合線等、県道改良工事に係る県の補正予算計上にあわせ、県道改良事業負担金を７百万円増額しまし■教育費　　教育委員会所管施設の点検調査結果に基づき、老朽化した古川中学校の受電設備や、屋外運動場におけるナイター照明設備等の修繕に５百
　　被害総額３千５百万円に及んだ台風２１号暴風被害のうち、既決予備費の充用等により早急な対応を行った倒木処理等に要した経費に相当
　た。
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- 4 -平成29年度 （単位：千円）
一般会計02国民健康保険特別会計（事業勘定）03

財源内訳予　算　総　括　表

会計01 一般財源その他地方債国県支出金補正後予算額補正予算額補正前予算額 (%)(%)(%)構成比

235,80213情報施設特別会計 93,000 26,682△158,278 △330,8004,981
国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）05介護保険特別会計（保険勘定）0607公共下水道事業特別会計介護保険特別会計（事業勘定）

特別会計合計合　　　　　　計 9,077,13327,092,857

66.50
12.330.123,339,704

18,015,7243,328,954
953,175
217,400
31,400

△184,960
7,580

3.52
12.290.80 1,236△1,981
0.34 15,724

構成比116.86
△4.79

2,6561,467 △0.93
△0.781.25
△9.93 26,934,579

3,347,284
△1.68

増減率△1.03
0.23

955,83132,867
3,330,190215,419
17,830,764 △42,8391,183

0.284.67
0.04△0.91

△330,800
3,798

△28,924
1,0802,422 1,467

217,60353△3,0611,360
2,65615,72418,1993,502△25,422△37,85816.91108,7249,103,815



平成29年度会計　一般会計 歳入 （単位：千円）

△42,839 △330,800 △28,924 217,603合　　　　　　計 18,015,724 △184,960 17,830,764市債 1,723,400 9.57 △344,560 186.29 0.30 1,954 151,378,840 △19.99 △330,800 △13,76021諸収入 646,613 3.59 1,969 △1.0620 648,582 7.26 △26,600 100,000繰入金 1,010,522 5.61 73,400 △39.68 1,083,92218 0.30 137 0財産収入 45,567 0.25 137 △0.07 △5.12 △56,574 60145,70416県支出金 1,094,017 6.07 △55,973 30.26 1.22 13,735 1,2021,038,04415国庫支出金 1,226,909 6.81 14,937 △8.08 △0.10 △249 01,241,84614使用料及び手数料 253,720 1.41 △249 0.13 △1.85 △4,166 0253,47113分担金及び負担金 225,761 1.25 △4,166 2.25 221,59512 1.85 129,545地方交付税 7,000,000 38.85 129,545 △70.04 7,129,54510 その他 一般財源款 補正前予算額 構成比 補正予算額 構成比 補正後予算額 増減率 国県支出金 地方債
予　算　総　括　表(%) (%) (%) 財源内訳
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- 6 -平成29年度会計　一般会計 歳出 （単位：千円）予　算　総　括　表(%) (%) (%) 財源内訳款 補正前予算額 構成比 補正予算額 構成比 増減率 国県支出金 地方債 その他 一般財源補正後予算額0203総務費 2,375,012 13.18 165,752 △89.62 6.98 2,528 175 163,0492,540,76404民生費 4,526,029 25.12 △362,962 196.24 △8.02 △33,306 △320,700 △27,143 18,1874,163,067衛生費 1,460,153 8.10 △6,059 3.28 △0.41 1,050 △2,700 △24 △4,3851,454,0940607農林水産業費 1,212,477 6.73 △39,931 21.59 △3.29 △21,838 △11,200 △4,281 △2,6121,172,54608商工費 982,236 5.45 8,695 △4.70 0.89 5,362 2,349 984990,931土木費 2,333,365 12.95 7,820 △4.23 0.34 △918 8,7382,341,1851011教育費 1,217,071 6.76 3,225 △1.74 0.26 △2,136 5,3611,220,296災害復旧費 100,445 0.56 13,500 △7.30 13.44 6,419 3,800 3,281113,94513 50.00 25,000予備費 50,000 0.28 25,000 △13.52 75,000 217,603合　　　　　　計 18,015,724 △184,960 17,830,764 △42,839 △330,800 △28,924


